
Ⅱ 研究内容 

 

 １ 「付けたい力」 

(1) 「付けたい力」について 

各グループで実態把握を行い、強さ、弱さの分析から、 

児童生徒一人一人の課題をいくつか挙げ、優先順位を考    

えながら、最も教育的ニーズが高い発達課題を「付けた 

い体力」として、授業づくりに取り組んだ。しかし、よ 

り分かりやすく、具体的にイメージをもちやすくするた 

め、年度途中から「付けたい体力」を「付けたい力」と 

して研究を進めることとした。この「付けたい力」は、児童生徒が体力の向上を図るために、 

どのような力が今一番必要なのかという視点で捉えた力である。 

    

  (2) 「付けたい力」の整理 

授業づくりの中で「付けたい力」を具現化していくための手立てとして活用するものが、「授

業づくりシート」である。教師一人一人が持ち寄った「授業づくりシート」に挙げられている

当該児童生徒の「付けたい力」について、スーパー学部研で意見交流を行った。スーパー学部

研では、実態別に分けた四つのグループを、さらに小グループに分けて協議を行い、そこで挙

げられた「付けたい力」を各グループで整理し、身体に関わる「付けたい力」としてまとめた

ものが、下の表１である。 

 

表１ 各グループの身体に関わる「付けたい力」 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループ A B C D 

付
け
た
い
力 

・自己排痰ができる。 

・安定した呼吸状態

を維持することがで

きる。 

・嚥下ができる。 

・座位や立位の姿勢

を保持することがで

きる。 

・安定して歩行する

ことができる。 

・関節の可動域を広

げたり、維持したり

することができる。 

・自分の行きたいと

ころへ移動すること

ができる。 

・座位や立位の姿勢を

保持することができ

る。 

・姿勢の変化に対応す

ることができる。 

・安定して歩行するこ

とができる。 

・歩く、走る、跳ぶな

どの基本的な動きがで

きる。 

・身体のバランスをと

ることができる。 

・身体の曲げ伸ばしを

することができる。 

・一定時間続けて活動

することができる。 

・複数の動きを組み

合わせて、体を動か

すことができる。 

・長時間座位や立位

の姿勢を保持する

ことができる。 

・長い距離を歩いた

り走ったりするこ

とができる。 

・用具を操作して運

動することができ

る。 

・習慣的に運動する

ことができる。 

・複数の動きを組

み合わせて、体を

動かすことができ

る。 

・長時間座位や立

位の姿勢を保持す

ることができる。 

・長い距離を歩い

たり走ったりする

ことができる。 

・用具を操作して

運動することがで

きる。 

・習慣的かつ自主

的に運動に取り組

むことができる。 



 Ａグループは、自己排痰や嚥下など、生命や健康に関わる内容から、座位や立位の姿勢保持や

歩行の安定などの日常生活における基本動作を円滑に行うために必要な身体機能の向上が重視

されていることが分かった。 

Ｂグループは、座位や立位といった姿勢保持や、歩行の安定が各学部で挙げられ、中学部や高

等部では、走る、跳ぶなどの動きへと広がっているが、共通して基本的な動きを身に付けること

が重視されていることが分かった。 

Ｃグループは、基本的な動きに加え、複数の動きを組み合わせることや、用具を操作すること、

運動し続けることが重視されていることが分かった。 

Ｄグループは、Ｃグループと同様に、複数の動きを組み合わせることや、用具を操作して行う

こと、運動し続けることが挙げられている他、習慣的かつ自主的に運動に取り組むことも重視さ

れていることが分かった。また、Ｄグループは、高等部のみで構成されることや、Ｄグループに

所属する生徒が一般就労を目指すことから、卒業後の労働や余暇を見据えた体の動かし方を、特

に重点的にねらっていることも特徴的である。 

  

(3) 「付けたい力」のつながり 

  「付けたい力」を整理することで、いくつかの共通点やつながりが見えてきた。それを図に

表したものが、下の図７の身体に関わる「付けたい力」である。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７     身体に関わる「付けたい力」  

這う、歩く、走るなど、基本的な動き 

 

体の柔らかさ、巧みな動き、 

力強さ、動きを持続する力 

 

生命・健康を維持する力 

自主的・主体的に 

運動に取り組む態度と習慣 

 

姿勢を保持する力 

 

付
け
た
い
力 

図７ 身体に関わる「付けたい力」 



      身体に関わる「付けたい力」を整理すると、大きく５つの項目に分類することができた。「生

命・健康を維持する力」を基盤に、「姿勢を保持する力」「這う、歩く、走るなどの基本的な

動き」へとつながり、さらに「体の柔らかさ、巧みな動き、力強さ、動きを持続する力」、「

自主的・主体的に運動に取り組む態度と習慣」へと発展していく道筋が、並べ替えることで浮

き掘りになった。児童生徒の実態により、重点的に取り組む「付けたい力」は異なるが、各項

目の力が充実することで、次の項目の力へと移行していくと考え、各グループの重点項目を整

理したものが、下の図８の身体に関わる「付けたい力」グループ配置図である。それぞれの項

目を色別し、さらに色の濃淡を付けている。ＡからＤまでの各グループで、実態に合わせて重

点的に取り組む項目を、濃く示している。また、図８を４つのグループに区切って、重点項目

の内容を示したものが、次の図９各グループの身体に関わる「付けたい力」の重点項目である

。 
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図８ 身体に関わる「付けたい力」グループ配置図 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

Ｂグループ 

   

複数の動きを組み

合わせた動きや用具

を操作した運動、長時

間運動することとい

う、「体の柔らかさ、

巧みな動き、力強さ、

動きを持続する力」へ

特に重点的に取り組

む力となる。 

Ｃグループ 

  

「体の柔らかさ、巧

みな動き、力強さ、動

きを持続する力」に加

え、「自主的・主体的

に運動に取り組む態

度と習慣」が、特に重

点的に取り組む力と

なる。 

Ｄグループ 

座位や立位の「姿

勢を保持する力」

や、這う、歩く、走

るなどの「基本的な

動き」が、特に重点

的に取り組む力と

なる。  

図９ 各グループの身体に関わる「付けたい力」の重点項目 

 

 「生命・健康を維持す

る力」や「姿勢を保持す

る力」が、特に重点的に

取り組む力となる。 

Ａグループ 

 

 

 

 



２ 環境づくりの整理 

  (1) 環境づくりとは 

環境づくりとは、支援環境を整える取組のことであ     

る 。児童生徒が主体的に活動するための環境全体を 

支援環境と捉えている。なお、「主体的」とは、す 

べてのことを自分一人でするということではなく、他 

人の力を借りたり、補助具等を用いたりしながらも、 

できる範囲で自分の力で行ったり、自己の力を可能な 

限り発揮したりすることと捉えている。 

また、支援環境には、「支援ツール」を核とする「物理的支援環境」と、支援者や仲間の位置

や連携に関わる「人的支援環境」とがある。平成２３年度と２４年度に生活単元学習や作業学習

において、支援環境について研究した。下の表２は、その際にまとめた支援環境の内容を整理し

たものである。 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

   

(2) 環境づくりの四つの視点 

授業づくりで取り組んできた環境づくりについて、四つの視点で整理を行った。 

学部研修会において、各学年・グループでの取組を交流したり、実践の記録を用いて、授業の

振り返りをしたり、活動を通して手立てを検討し、その取組内容を四つの視点でまとめることに

した。四つの視点は、上の表２支援環境の整理（平成２４年度研究紀要）の内容から抽出した。

左の表３は、その視点の内容は、物理的支

援環境から、①教材・教具、支援ツールの

効果的な配置、②児童生徒の発達段階や障

害特性に合った支援ツールの活用、人的支

援環境から、③教師の役割、連携、効果的

な支援の仕方、④他の児童生徒の位置、役

割である。また、各四つの視点で取り組ん

だ環境づくりを、資料編に掲載した「環境

づくりシート」として整理した。 

表１   支援環境の整理（平成２４年度研究紀要より） 表１    支援環境の整理（平成２４年度研究紀要より） 

表２    支援環境の整理（平成２４年度研究紀要より） 

表３ 環境づくりの四つの視点 



  (3) 四つの視点でまとめた実践例（全校抜粋） 

ア ①教材・教具、支援ツールの効果的な配置 

 

           

 

（動線の整理） 

○ 始点と終点が明確になるよう教具を設置する。 

○ セイフティマット上の歩行の前に、はしごまたぎを設置し、動きのつながりをもたせる。 

○ 常に誰か児童生徒が動いている流れをつくる。 

 

 

（配置する位置、間隔） 

○ ２，３個のハードルを１ｍ程度離して置き、一つ一つをしっかりまたぎ越せるようにす

る。 

○ 歩幅より少し広めに台を設置する。 

○ ずりばいのとき、短い距離のゴールを積み重ねて、最終ゴールにたどり着けるようにす

る。 

 

 

 

     

 

 

小学部１年生ウルトラグループ 小学部３年生ウルトラグループ 

（環境づくり）色分けしたマットを敷き、走るコ

ースを分かりやすくする。 

（環境づくり）ハードルの間隔を歩幅に合わせて

配置する。 

（変容）走るコースの始点と終点が分かりやすく

なったことで、児童の主体的な動きを引き出すこ

とができた。 

 

（変容）ハードルを置く間隔を児童の歩幅に合わ

せることで、テンポ良くまたぎ越せるようにな

り、運動量が増えた。 

 



イ ②児童生徒の発達段階や障害特性に合った支援ツールの活用 

 

         

 

（活動内容の理解を助ける） 

○ 目立つ色の鈴や飾りの付いたうちわを振り、目標物とする。 

○ ケンステップで立ち位置を明確に示す。 

 

（動きを引き出す） 

○ ヌードル（浮き具）を片足で踏み付けていきながら、軸足で体を支える感覚をつかむ。 

○ 目標をもって走り切ることができるよう、日本一周グルメマラソンシートを活用する。 

 

（活動の終わりが明確に分かる） 

○ タイマーでいつまで活動すればよいのか示す。 

○ 頑張りシートを活用し、その日の頑張りが数値で確認できるようにする。 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

（環境づくり）ヌードル（浮き具）を片足で踏

み付けることで、軸足で体を支える感覚をつか

む。 

（環境づくり）全員が目標周回数を走りきる

と、各都道府県のグルメシールを貼ることが

でき、達成感を得ることができる。 

（変容）軸足で体を支える感覚が育ち、取組を

繰り返すことで、体を支える力が付いてきた。

軸足が安定し、片足を上げてその場で回転する

こともできるようになった。 

（変容）学級全員が目標周回数を設定し、毎

朝走り切る習慣が付いた。また、学級の半数

の生徒が７周（1.05km）を完走できるように

なった。 

小学部６年生ウルトラグループ 高等部１年生単一Ⅱ類型 



ウ ③教師の役割、連携、効果的な支援の仕方 

 

（教師の役割分担） 

○ エリアを決めて指導する。 

○ ＭＴは全体指示を行い、ＳＴは個に応じた指導・支援を行う。 

○ 教師がスタートとゴールにそれぞれ立ち、スタート地点では、児童生徒がゴールを見る

ことができているか目線を確認したり、立ち位置や姿勢を正したりする。ゴール地点では、

児童生徒がゴールに向かえるように呼び掛けたり、動きを指導したりする。 

 

（教師間の連携） 

○ 児童生徒の課題及び各器具での取組目標や支援方法を共通理解しておく。 

○ ＯＴやＰＴからも指導・助言を受ける。 

 

（効果的な支援） 

○ 児童生徒の呼吸やペースに合わせて言葉掛けのタイミングを計る。 

○ 特定の児童生徒に付いて支援をするのではなく、器具や場に付いて指導をする。 

○ 児童生徒が横向きで寝ている状態では、一人は全身が見える位置に、もう一人は顔の表

情の変化が見える位置に付いて指導を行う（重複）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（環境づくり）特定の児童生徒に付いて支援をす
るのではなく、器具や場に付いて指導をする。 

小学部５年生 ウルトラグループ 中学部 1年生のびのびグループ 

（変容）ＳＴがそれぞれの児童のそのときの状況
に応じた支援をすることで、それぞれのねらいに
沿った動きを引き出すことができた。 

（変容）生徒が教師に頼ることなく、主体的に取
り組むようになったことにより、一つ一つの課題
に向かって行くペースが速くなった。 

（環境づくり）ＭＴは全体指示を行い、ＳＴは個
に応じた指導・支援を行う。 



エ ④他の児童生徒の位置、役割 

 

（活動のモデルや手本） 

○ 友達がやっている姿を見せる（児童生徒が体操などの見本となる）。 

○ 児童生徒の実態を配慮して、見本となる児童生徒から始めるなど、順番を工夫する。 

 

（係の役割） 

○ ダッシュで１位になった生徒がタンバリンを持ってゴールに立ち、友達の目標となる。 

○ 活動の進行を生徒が行う。 

 

（ペアやグループでの活動） 

○ 運動能力や認識などの実態が違う児童生徒をペアにして活動させる。 

○ ２人１組で腹筋・背筋トレーニングを行う。 

 

（活動位置） 

○ 準備体操の際、ＭＴの正面には模倣ができる児童生徒を配置し、身体的な支援が必要な

児童生徒はＳＴが側で支援をしやすい位置（余裕のあるスペース） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 仮説の検証 

（環境づくり）モデルとなる児童が他の児童の前
に立ち、体操の見本となる。 

小学部６年生ウルトラグループ 高等部１年生単一Ⅰ類型 

（環境づくり）ダッシュで１位になった生徒がタ
ンバリンを持ってゴールに立ち、友達の目標とな
る。 

（変容）「友達が持つタンバリンをたたいたら終
わり」という見通しをもつことで、目標をもって
走ることができるようになった。 

（変容）自分と同じ目線で、動きの見本を見るこ
とで、手を挙げたり、腰を曲げたりする動きが友
達と同じ様にできてきた。 



 ３ 仮説の検証 

 (1) 「実践の記録」による検証 

     今年度は全教員が授業づくりシートと評価シートを作成した。また第８回学部研修会では、

全学年・グループで実践の記録をまとめた。実践の記録は、体育、保健体育の各グループの中

から、１名の対象児童生徒を挙げ、その児童生徒の評価シート３回分の資料を基に、動きの質

や運動量の変容を確認し、環境づくりの効果を検証していくものである。実践の記録により、

児童生徒の動きの変容が分かり、またその際の支援内容の経緯や有効性、効果についても分析

することができた。 

    下の図 10 は、評価シート３回分の資料を基に作成した、実践の記録の抜粋である。児童の実

態に合わせてハードルの置く位置を考え、足型を使用するという物理的支援環境を整え、教師

がそのときの児童の実態や課題に合わせて、直接支援から指さしや言葉掛けへと効果的な支援

を行うという人的支援環境を整えることで、動きの質が向上した変容の様子を示している。 
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（動きの質について） 

  ・ 最初は、教師がそばについて、どちらの足を上げるのか指示しながら行い、バランスも崩

れていたが、ハードルの幅、高さを実態に合わせて狭くしたり、低くしたりし、足型シート

を貼ることで、立ち止まることなく、右足踏み切りでも、左足踏み切りでも、膝を高く上げ、

歩幅を広く開いてハードルに当たらず、重心を安定させ、バランスを取ってテンポよくまた

ぎ越すことができるようになった。 

（運動量について） 

  ・ ハードルを置く間隔を歩幅に合わせて狭くし、数を３個から８個に増やしたことで、運動

量を増やすことができた。 

図 10 小学部 第３学年 ウルトラグループ 「三角ハードルのまたぎこし」変容図 

「実践の記録（小学部３年生ウルトラグループ）」より抜粋 



 その他にも「実践の記録」の分析から、環境づくりによって、児童生徒の運動量や動きの質

が変容した実践が各グループで数多く確認することができた。（図 11、12） 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学部 第６学年 ポレポレグループ 「立位保持」 

手すりにつかまり、立位姿勢をとると、１０分くらいで嫌なときの声が

出始め、姿勢が崩れていた。 

・ 児童の好きな光や音の出る教具を目の前に提示。 

（①教材・教具、支援ツールの効果的な配置） 

・ 片足バランスマット、バランスボード、移動ボード

を利用し、繰り返し取り組む。 

（②児童生徒の発達段階や障害特性に合った支援ツー

ルの活用） 

 ２０～２５分間立位姿勢を保持することができるようになり、片手のつ

かまり立ちもできるようになった。 

 右足を少し前に出して立位姿勢をとることで、安定した姿勢で立位を取

れるようになった。 
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中学部 第１学年 のびのびグループ 「ボール運動」 

３人ずつ交代でドリブル練習をしていたため、待ち時間が長くなってい

た。 

・ 待ち時間をなくし、教師と一緒に的を用いてドリブ

ル練習をする以外の時間も、友達と一緒に自主練習に

取り組む。（④他の児童生徒の位置、役割） 

 

 待ち時間をなくし、ドリブルの練習を繰り返して取り組めたことで、

70％の生徒が連続ドリブルをすることができるようになった。 
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    図１１ 環境づくりによる児童生徒の運動量の変容の実践例 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学部 第１学年 ウルトラグループ 「かけっこ」 

１５名中１１名の児童が、１０ｍを真っ直ぐ走ることが難しく、自分

の順番が来るまで待ったり、スタート位置に向かったりすることが難し

い児童もいた。 

・ 目標物のステップアップ。 

ＳＴとＭＴが送り手と受け手に分かれる。 

鈴や飾りの付いたうちわで呼び掛ける。 

うちわの写真とドレミマットの使用。 

・ 待機場所のステップアップ。 

台車→ケンステップ→パイプ椅子 

（②児童生徒の発達段階や障害特性に合った支援ツ

ールの活用） 

（③教師の役割、連携、効果的な支援の仕方） 

 １５ｍを７名、１０ｍを６名の児童が、真っ直ぐ走ることができるよ

うになった。 

児童全員が自分の順番を待ったり、スタート位置に自分から移動した

りすることができるようになった。 
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高等部 第３学年 単一Ⅲ類型 「体力づくり」 

サイドステップの動き方が分からず、横歩きになっていた。 

・ 生徒を２つのグループに分けて指導。 

・ 「見る」「動く」を交互に繰り返して活動し、友達

の動きを見る時間を作る。 

 （④他の児童生徒の位置、役割） 

 サイドステップの動き方を理解し、腰をひねりながら足をスムーズに

運ぶことができるようになった。 
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図１２ 環境づくりによる児童生徒の動きの質の変容の実践例 



(2) 環境づくりに視点を当てた授業づくりについてアンケート調査 

     今年度、環境づくりに視点を当てた授業づくりを行い、児童生徒の運動量の増加と動きの質

の向上を目指し、取組を進めてきた。各研修会や公開授業研究会の中で、各学年・グループの

体育科・保健体育科または自立活動における環境づくりを視点に意見交流を行い、以下の内容

に整理した。 

      右のグラフは、第８回学部研修

会（平成２６年１２月１０日実施）

で実施した教職員に対するアンケ

ートの集約である。（図 13） 

     このアンケートから、環境づく

りを意識して授業づくりに取り組

んだ教員は、「意識した」「どちら

かといえば意識した」を合わせる

と、９７％に及ぶことが分かった。 

       また第８回学部研修会では、環

境づくりで参考にした視点につい

てもアンケートを実施した。（図

14）その結果から、人的支援環境、

特に「教師の役割、連携、効果的な

支援の仕方」をより意識して取り組

んでいることが分かった。今までも

支援ツールの利用などは、比較的取

り組まれていたが、今年度はそれに

加え、教師の役割などへも意識が

向いてきたことが分かる。「他の

児童生徒の位置や役割」は、学部

によってはまだ取組が少なく、ど

のような取組や工夫があるのか等、取組の交流を行い、各授業に生かしていくことが今後の課

題となる。 

 

(3) まとめ 

     環境づくりに視点を当てた授業づくりに取り組むことで、環境づくりを意識して授業に取り

組むことができた。特に今まであまり意識して取り組んでいなかった教師の役割や連携という

視点でも取組を進めていくことができた。また、ＭＴとＳＴとの役割分担や、教師の立ち位置

などを、日頃の授業の中でも意識して取り入れたり、深めたりすることができるようになって

きた。さらに、公開授業研究会や全学年・グル―プが作成した「実践の記録」からも、児童生

徒の運動量の増加や動きの質の向上が見られ、環境づくりへの取り組みの成果が、その大きな

要因となっていることが分かった。 

     第９回学部研修会（平成２７年１月２３日実施）でのアンケートの中で、「環境づくりを視

点とした授業づくりを行い、児童生徒の動きの質や運動量は変容したか」という質問に対して、

図１３ 教職員の意識調査（第 8回学部研アンケート） 

環境づくりを意識して授業実践を行ったか 

図１４ 教職員の意識調査（第 8回学部研アンケート） 

環境づくりのどの視点を意識して実践したか 



ほとんどの教師が「向上または

増加した」「どちらかと言えば向

上または増加した」と答えてい

る。（図 15） 

     以上のことから、各児童生徒

の実態に合わせた環境づくりに

視点を当てた授業づくりを行う

ことで、児童生徒の活動に対す

る意欲が高まり、運動量の増加

や動きの質の向上へとつながっ

た様子がうかがえた。環境づく

りに視点を当てた授業づくりが、

運動量の増加や動きの質の向上

に対して、一定の効果があったことを示している。 

 

図１５ 教職員の意識調査（第９回学部研アンケート） 

環境づくりを視点とした授業づくりを行い、 

児童生徒の動きの質や運動量は変容したか 


